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   Urinary schistosomiasis is an endemic disease mainly distributed in most of Africa and 
Southwest Asia, and caused by infestaiton with Schistosoma h ematobium. 
   The case presented here was a 33-year-old Japanese male who had suffered from schistosomal 
infestation in the endemic area, and diagnosed as urinary schistosomiasis by detection of Schistosoma 
haematobium ova in urine and specimens obtained by mucosal biopsy of the bladder. Radiographic and 
endoscopic examinations revealed neither obstructive uropathy nor urothelial malignancy. The patient 
underwent reatment with antimonyl sodium tartrate (Stibnal®), and the disease is under good control. 

















して い た.同 年7月,当 院 第3内 科 を受 診 し,尿 中 に
ビル ハル ツ住 血 吸 虫卵(Fig.1)を検 出 され 入 院 とな
った.虫 卵 の大 き さは 平 均160×75μmで,前 端 は
鈍 円形 で,後 端に 特 有 の棘 状 の 突 起 を 有 して い る、 入
院 後 ただ ち に,ア ンチ モ ン製 剤 で あ る ス チ ブナ ー ル⑭
(酒石 酸 ア ンチ モ ニー ル ナ トリ ウム)に よ る 治療 が 開
始 され,計390mg静 注終 了時 点 で 泌 尿 器科 的 精 査
を求 め て当科 を 受 診 した。
入 院 時 現 症:体 格 中等 度,栄 養 良,胸 腹 部 ・外 陰部
に 著 変 な し,肝 ・脾 ・腎 ・表 在 リ ンパ 節 触 知 せ ず.
入 院 時 検 査 成 績:身 長157cm,体 重58.4kg,血圧
102/68mmHg,赤沈1時 間値4mm.
尿所 見;pH5.5,蛋白(±),糖(一),沈 渣:赤 血
球 多数/毎視 野,白 血 球5～7/毎 視 野,扁 平 上 皮 ヱ
～2/数視 野 ,虫 卵6/全 視 野.




















尿 中 ビル ハ ル ツ住 血 吸 虫 卵.後 端 に 特有 のterminal
spineを有 して い る.(originalmagni丘cation×400)
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X線 学 的 検 査 所 見;KUBで は あ き らか な石 灰 化 像
は 認 め なか った,排 泄性 腎 孟 造 影 で は上 部 尿 路 に あ き
らか な 尿 流停 滞 を示 す 所 見 は な く,ま た 膀 胱 充 満 像 で
も陰 影 欠 損 な ど の異 常 所 見 は 認め なか っ た.逆 行 性 尿
道 膀胱 造 影 で は,膀 胱 頸 部 の 狭 小化 を認 め,膀 胱 頸 部
硬 化症 を疑 わ せ た.
8月19日,腰 麻 下 に膀 胱 生検 を施 行 した.
内視 鏡 所 見;前 部 尿道 に 著 変 な く,膀 胱 頸 部 は著 明
に挙上 していたが,粘 膜面にはあきらかな病変は認め


































































Fig.4.Schistosomahaematobiumの 発 育 史
(MedicalParasitology3)より引 用)
察中 で あ る.治 療 開 始 後7ヵ 月 目の 現在,eosinophi-
lia,lymphocytosisは正 常 に復 し,排 泄 性 腎 孟 造 影,
尿 細 胞診 に も異 常 所 見 は認 め て い な い.
考 察
ビル ハ ル ツ住 血 吸 虫症 は,1852年Bilharzにょ り
初 め て記 載 され,そ の後Schistos・mahaematobi-


















































































2)守 殿 虞 夫 ・原 信 二 ・尿 管 狭 窄 を き た し たsch五s-
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